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平成 27 年度学校経営方針

京都市立大宮小学校
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平成 27 年度「学校教育の重点」

本校の目指す教育

 学習だけでなく体験活動や人との出会い，遊びなど，いたるところで「学び」の機会があ

ります。何かに取り組んだ結果，成功から学ぶこともありますし，失敗から学ぶこともあり

ます。その「学び」と実生活との乖離を考えなくてはなりません。智恵のある子ども，自分

で公正な判断ができる子どもなど，私たちの目指す子ども像は無数にありますが，体験や経

験，学習を通した「学び」を，今後の生活に活かせる力こそ，次代を担う子どもに必要なの

ではないかと考えています。

お 大きな心を持つ子 

お 大きなめあてを持つ子
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っこ とばを大切にする子

自ら学び・考え・行動する子どもの育成
～学び合い，高め合う集団作りを通して～

学校教育目標

目指す子ども像 
・「話す」「聞く」ことを基本にした伝え合う力

・自分で考え，判断し，実践する力

・目標を明確にし，それに向かってやり抜く態度

・人間関係力の向上や人権感覚の涵養

・規範意識の向上

・基本的生活習慣の定着

＜教職員像＞ 

教育者としての責任を自覚し 

確かなビジョンと力量を持つ教職員

＜学校像＞ 

市民ぐるみ・地域ぐるみの 

教育の核となる学校

＜子ども像＞ 

伝統と文化を受け継ぎ， 

次代と自らの未来を切り拓く子ども



◆学校教育目標の具現化 

子どもを開く 教師を開く 地域に開く

・個を磨く授業の創造

・地域素材を生かす

・基礎基本の定着

・知識，技能の活用

・問題解決的な学び

・言語活動の充実

・人権教育の推進

・地域への帰属

・規範意識の向上

・組織力の強化

・教師の意識改革

・指導力･授業力の向上

・学校経営への参画

・専門性の重視

・校内研究や研修の充実

・研究会への参加

・教育目標の共通理解

・教育公務員としての自覚

・地域の核となる学校

・学校・地域・家庭との連携

・学校運営協議会及び学校評価の

活用

・校種間連携の推進

・地域に受け継がれる文化や伝統

の継承

確かな学力

豊かな心 健やかな体

生きる力 

＜持続可能な研究実践＞ 

・学力保障 ・言語活動

・基礎基本 ・理数教育

・問題解決的な学習

＜持続可能な研究体制＞ 

・質の高い授業に触れる

・取組の精選

・教科主任の専門性の向上

＜人権・生指・道徳＞ 

・子どもの自尊感情を高める

・人や社会と関わりあう力の育成

・規範意識の向上

＜健康・安全・運動＞ 

・生命尊重の態度

・食育教育の推進

・運動能力と体力の向上

・安全や防災意識の向上

・基本的生活習慣の定着

《自ら学び・考え 

行動する子どもの育成

研究テーマ 

「自己教育力を身に付け 

自分の考えを主体的に表現できる 

子どもの育成」

＜互いに学び合い，高め合う姿を目指して＞

◎研究が高まり⇒子どもが変わる 

⇒教職員が変わる 

⇒保護者・地域が変わる

学校教育目標 

家庭の教育力の向上

・家庭学習

・基本的な生活習慣

・PTA 活動の活性化

地域の教育力の向上

・諸団体との連携

・地域行事への参加

・学校行事への協力

・地域の安全向上

・小中学校の連携

・小小の連携

家 庭

地 域 

学校㏋  

学校便り 

学級通信 

家庭訪問 

学校評価 

運営協議会 

学 校 

学校経営方針 
・子ども ・教職員  ・地域

学校経営の重点 
・確かな学力の向上 

・豊かな心の育成 

・健やかな体 

・地域とともに歩む学校 

指導の重点 
Ⅰ 学習指導の充実 

Ⅱ 道徳教育の充実 

Ⅲ 生徒指導の充実 

Ⅳ 人権教育の充実 

Ⅴ 健康教育の充実 

Ⅵ 防災教育の充実 

学校経営方針




